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第
三
十
七
回
（
通
算
第
六
十
七
回
）
全
国
漢
文
教
育
学
会
（
令
和
四
年
五
月
二
十
九
日
）

唐
詩
「
勧
酒
」
実
践
報
告
ー
平
仄
・
韻
目
に
着
目
し
た
漢
詩
創
作
の
取
り
組
み
ー

狭
山
ヶ
丘
高
等
学
校

樋
口

敦
士

【
一

は
じ
め
に
】

漢
文
教
育
の
中
で
漢
詩
指
導
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
た
だ
、
漢
詩
に
は
平
仄
や
韻
目
の
規
則

が
あ
り
、
こ
れ
が
難
解
な
も
の
と
見
な
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
漢
詩
の
本
質
的
な
指
導
例
は
多
く
な
か

っ
た
。
ま
た
、
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
漢
詩
は
平
仄
が
整
っ
て
い
な
い
も
の
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

漢
詩
の
指
導
は
鑑
賞
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
創
作
ま
で
な
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
こ
こ
で
は
晩
唐

の
于
武
陵
の
漢
詩
を
取
り
上
げ
、
平
仄
及
び
韻
目
指
導
か
ら
、
創
作
ま
で
を
扱
っ
た
実
践
報
告
で
あ
る
。

【
従
来
の
漢
詩
指
導
の
問
題
点
】

㈠
平
仄
・
韻
目
の
指
導
な
し

／

㈡
平
仄
の
合
わ
な
い
漢
詩
（
拗
体
）
／

㈢
創
作
指
導
な
し

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
「
古
典
探
究
」（
平
成
三
十
年
〈
二
〇
一
八
〉
告
示
）

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕

Ａ
読
む
こ
と
〔
言
語
活
動
〕

⑵
ウ

古
典
を
読
み
，
そ
の
語
彙
や
表
現
の
技
法
な
ど
を
参
考
に
し
て
，
和
歌
や
俳
諧
，
漢
詩
を
創
作

し
た
り
，
体
験
し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
文
語
で
書
い
た
り
す
る
活
動
。

▼
▼
明
治
書
院
・
東
京
書
籍
・
数
研
出
版
『
古
典
探
究
』
教
科
書
に
漢
詩
創
作
の
コ
ラ
ム
あ
り
。

于
武
陵
「
勧
酒
」

ハ
ナ
ニ
ア
ラ
シ
ノ
タ
ト
ヘ
モ
ア
ル
ゾ

「
サ
ヨ
ナ
ラ
」
ダ
ケ
ガ
人
生
ダ

ー
井
伏
鱒
二
『
厄
除
け
詩
集
』
ー

●
○
○
●
◎

支

勧
君
金
屈
巵

君
に
勧
む
金
屈
巵

き

ん

く

つ

し

●
●
●
○
◎

支

満
酌
不
須
辞

満
酌
辞
す
る
を
須
ひ
ず

ま
ん
し
や
く

じ

も
ち

○
●
○
○
●

麌

花
発
多
風
雨

花
発
き
て
風
雨
多
し

ひ
ら

○
○
●
●
◎

支

人
生
足
別
離

人
生
別
離
足
る

た

《
◎
押
韻
（
四
支
）
巵
・
辞
・
離
》（
明
代
高
棅
『
唐
詩
品
彙
』
巻
七
・
『
唐
詩
選
』
巻
六
所
収
）

電
子
辞
書

平
○

／
仄
（
上
・
去
・
入
）
●

【
紅
】
＝

《
平

東
》

平
仄
…
二
四
不
同
／
反
法
粘
法
／
孤
平
の
禁
／
下
三
連
の
禁

平
仄

韻
目

韻
目
…
五
字
に
つ
い
て
着
目

×

例
（
哀
＝
〇
灰
／
愛
＝
●
隊
）
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【
二

「
勧
酒
」
実
践
指
導
】

「
勧
酒
」
を
教
材
と
し
て
高
校
一
学
年
２
学
級
・
高
校
二
学
年
１
学
級
（
計
３
学
級

名
対
象
）
に
て

81

鑑
賞
及
び
翻
案
創
作
の
指
導
を
実
践
し
た
（
計
３
時
間
）
。
実
践
終
了
後
に
はG

oogleC
lassroom

を
通

し
てG

oogleForm
s

に
て
意
識
調
査
を
し
た
。
右
３
学
級
の
う
ち
、
１
学
級
の
指
導
案
を
載
せ
る
。

①

月

日
（
火
）

「
勧
酒
」
鑑
賞

10

26

・
本
時
の
説
明
及
び
「
勧
酒
」
音
読
（
８
分
）

・
平
仄
・
韻
目
調
べ
（

分
）
…
電
子
辞
書
を
用
い
て
二･

四
字
目
の
平
仄

･

韻
目

調
べ
。

20

・
「
勧
酒
」
読
解
鑑
賞
（

分
）
…
「
明
」・
「
暗
」
を
明
示
し
な
が
ら
解
釈
及
び
鑑
賞
。

20

・
本
時
の
ま
と
め
（
２
分
）
…
本
時
の
ま
と
め
及
び
次
回
の
実
践
に
つ
い
て
の
説
明
。

②

月

日
（
木
）

下
三
字
創
作
実
践

10

28

・
本
時
の
説
明
及
び
「
勧
酒
」
音
読
（
８
分
）

・
「
勧
酒
」
翻
案
作
品
紹
介
（

分
）
…
多
く
の
文
学
作
品
に
影
響
を
与
え
た
事
実
の
確
認
。

15

飛
鳥
井
雅
世
撰
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
和
歌

／
茶
釜
散
人
『
蕩
子
筌
枉
解
』
洒
落
本

／
大
田
南
畝

た
う
し
せ
ん
わ
う
か
い

『
通
詩
選
笑
知
』
狂
詩
／
井
伏
鱒
二
『
厄
除
け
詩
集
』
都
々
逸
／
太
宰
治
『
グ
ッ
ド
・
バ
イ
（
「
グ
ッ
ド
・

つ
う

し

せ

ん

せ

う

ち

バ
イ
」
作
者
の
言
葉
）
』
小
説
／

土
岐
善
麿
『
鶯
の
卵
』
文
語
詩
／
寺
山
修
司
「
幸
福
が
遠
す
ぎ
た
ら
」

口
語
詩
／
カ
ル
メ
ン
・
マ
キ
・
六
文
践
「
サ
ヨ
ナ
ラ
だ
け
が
人
生
な
ら
ば
」
歌
謡
曲

・
「
下
三
字
創
作
」
説
明
（
５
分
）
…
三
・
四
・
五
字
目
に
使
用
す
る
字
に
つ
い
て
の
説
明
。

・
「
下
三
字
創
作
」
実
践
（

分
）
…
「
人
生
△
△
△
」
の
三
字
の
創
作
を
お
こ
な
う
。（
▼
宿
題
に
）

20

・
本
時
の
ま
と
め
（
２
分
）
…
本
時
の
ま
と
め
及
び
次
回
の
実
践
に
つ
い
て
の
説
明
。

③

月

日
（
火
）

下
三
字
創
作
発
表

11

2

・
本
時
の
説
明
及
び
「
勧
酒
」
音
読
（
８
分
）

・
グ
ル
ー
プ
内
発
表
（

分
）
…
各
自
の
「
勧
酒
」
の
鑑
賞
及
び
下
三
字
創
作
の
グ
ル
ー
プ
内
発
表
。

15

・
全
体
発
表
（

分
）
…
代
表
者
に
よ
る
「
勧
酒
」
の
鑑
賞
及
び
下
三
字
創
作
の
全
体
発
表
。

15

・
ま
と
め
（
２
分
）
…
本
時
の
ま
と
め
。

・
振
り
返
り
（

分
）
…
今
回
の
実
践
に
つ
い
て
の
反
省
及
び
感
想
。

10

◇
大
田
南
畝
『
通
詩
選
笑
知
』
「
勧
醴
（

醴

を
勧
む
）
」（
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉）

つ

う

し

せ

ん

せ

う

ち

あ
ま
ざ
け

勧
君
三
国
一

君
に
勧
む
三
国
一

甘
酒
不
須
辞

甘
酒
辞
す
る
を
須
ひ
ず

胸
焼
皆
迷
惑

胸
焼
け
て
皆
迷
惑

先
生
無
別
儀

先
生
別
儀
無
し

◆
于
武
陵
「
勧
酒
」（
結
句
）

◆
大
田
南
畝
「
勧
醴
」(

結
句
）

人

生

足

別

離

先

生

無

別

儀

〇

〇

●

●

◎

○

○

○

●

◎

（
入
声
）

（
四
支
）

（
入
声
）
（
四
支
）
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〇
「
下
三
字
創
作
（
「
人
生
△
△
△
」
）」
の
実
践
（
生
徒
創
作
テ
ー
マ
）

花
発
多
風
雨

人

生

△

△

△

人
生
△
△
△

〇

〇

○
・
●

●

◎

(

例
）

△
二

△
△
一

双
方
可

（
入
声
）
（
四
支
）

△
△
＋
△

※
【
「
下
三
字
創
作
」
の
ル
ー
ル
】

◆
【
三
字
目
】

平
仄
ど
ち
ら
で
も
可

◆
【
四
字
目
】

入
声
音
（
フ
ク
ツ
チ
キ
）
…
…
中
古
音
に
お
け
る
四
声
の
一
つ
で
仄
声
と
な
る
。

《
例
》

（
フ
）
合
・
集

（
ク
）
福
・
屋

（
ツ
）
失
・
発

（
チ
）
一
・
吉

（
キ
）
笛
・
席

◆
【
五
字
目
】

韻
目
【
四
支
】
よ
り
選
択
（
儀
・
犠
〇
・×

義
・
議
●
〔
四
寘
〕）

【
四
支
】

医
移
萎
惟
帷
危
奇
飢
期
規
旗
肌
姫
基
窺
其
岐
嬉
羇
欺
犠
疑
儀
宜
資
師
詩
肢
脂
糸
枝
詞
支
芝
姿
諮
雌
私

獅
之
匙
屍
祠
巵
而
慈
辞
時
児
持
炊
垂
錐
誰
衰
随
笞
池
知
痴
馳
追
碑
卑
悲
皮
疲
眉
琵
唯
離
罹
梨
籬
為
遺

涯
机
騎
崎
差
思
司
治
推
吹
施
遅
累

【
三

「
下
三
字
創
作
」
生
徒
作
品
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
作
成
・G

oogleForm
s

入
力
）
】

▼
①
「
人
生
哀
楽
詩
（
人
生
哀
楽
の
詩
）」

咲
い
た
花
が
風
雨
に
よ
っ
て
散
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
に
、
人
生
も
嬉
し
か
っ
た
り
楽
し
か
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
一
方
で
、
悲
し
い
こ
と
も
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
逆
ら
え
な

い
。
人
生
を
よ
り
良
く
す
る
に
は
、
一
喜
一
憂
せ
ず
に
生
き
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
だ
。

▼
②
「
人
生
有
酷
思(

人
生
酷
思
有
り)

」

(

花
が
開
い
た
と
思
っ
た
ら
、
風
雨
に
よ
っ
て
散
っ
て
し
ま
う
花
の
よ
う
に)

人
生
に
対
し
て
、
酷
い
と
思

っ
た
り
、
無
慈
悲
だ
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

▼
③
「
人
生
不
失
師(

人
生
師
を
失
は
ず)

」

自
分
の
師
匠
で
あ
る
人
は
い
つ
か
は
死
ん
で
し
ま
う
が
、目
標
と
す
る
べ
き
こ
と
は
な
く
な
ら
な
い
こ
と
。

▼
④
「
人
生
非
一
糸(

人
生
一
糸
に
非
ず)

」

人
生
は
一
筋
の
糸
の
よ
う
に
単
純
で
は
な
く
、
複
雑
で
何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
新
た
な
出

会
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
意
味
。

▼
⑤
「
人
生
得
失
知
（
人
生
得
失
の
知
）」
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得
す
る
も
損
す
る
も
全
て
は
人
が
思
う
こ
と
で
あ
っ
て
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。

▼
⑥
「
人
生
有
格
差
（
人
生
格
差
有
り
）」

人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
不
平
等
。

▼
⑦
「
人
生
如
急
時
（
人
生
急
時
の
ご
と
し
）」

※
「
急
（
キ
フ
）」
▼
「
急
度
（
キ
ッ
ト
）」

長
い
年
月
の
準
備
期
間
を
経
て
、
花
を
開
花
さ
せ
て
も
風
雨
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、

人
生
も
急
時(

忙
し
い
と
き)

の
よ
う
に
大
変
な
時
も
あ
る
。

【
失
敗
例
❶
】（
四
字
目
入
声
音
な
し
）

・
「
人
生
悩
生
涯
」
・
「
人
生
一
瞬
時
」・
「
人
生
有
訓
辞
」・
「
人
生
不
敢
遺
」

【
失
敗
例
❷
】（
読
み
下
し
語
順
ミ
ス
）

・
「
人
生
少
福
思(

人
生
福
思
う
こ
と
少
し)

」

・
「
人
生
禍
福
知
（
人
生
禍
福
を
知
る
）」

【
四

ま
と
め
と
し
て
】

于
武
陵
の
漢
詩
「
勧
酒
」
は
井
伏
鱒
二
の
訳
詩
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
様
々
な
文
学
ジ
ャ
ン

ル
の
作
品
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
（
当
該
生
徒
の
九
割
は
こ
の
詩
に
聞
き
な
じ
み
が
な
か
っ
た
）
。

漢
詩
と
し
て
は
平
仄
が
整
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
生
観
を
謳
っ
た
も
の
で
あ
り
、
教
材
と
し
て
適

し
て
い
る
と
考
え
た
。
こ
の
翻
案
創
作
と
し
て
平
仄
・
韻
目
を
踏
ま
え
て
部
分
的
に
創
作
（
「
下
三
字
創

作
」
）
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
概
ね
生
徒
の
主
体
的
な
授
業
参
加
の
様
子
が
見
受
け
ら
れ
、
八
割
以
上
の
生
徒

が
形
式
に
則
っ
た
「
下
三
字
創
作
」
を
完
成
さ
せ
た
（
【
失
敗
例
❶
】
二
割
弱
）
。
結
果
的
に
、
漢
詩
の

韻
律
構
造
を
知
る
こ
と
で
、
教
材
理
解
が
深
ま
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
漢
詩
作
品
は
鑑
賞
の
み
な
ら
ず
、

創
作
を
さ
せ
る
こ
と
で
効
果
的
な
指
導
を
お
こ
な
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

【
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
（G

oogleForm

に
て
提
出
）】

【
関
心
を
持
っ
た
】
「
勧
酒
」
七
〇
％
／
「
平
仄
（
韻
目
）
調
べ
」
七
七
％
／
「
下
三
字
創
作
」
七
五
％

【
今
回
の
実
践
を
通
し
て
の
感
想
・
反
省
点
（
生
徒
感
想
よ
り
）
】

・
漢
字
を
三
文
字
を
当
て
は
め
る
の
に
か
な
り
色
々
考
え
て
、
表
現
し
た
い
こ
と
を
上
手
く
伝
え
よ
う
と

試
行
錯
誤
し
た
。
入
れ
ら
れ
る
漢
字
に
制
限
が
あ
る
中
で
考
え
る
の
は
難
し
か
っ
た
が
、
同
時
に
面
白
さ

も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
漢
詩
の
テ
ー
マ
が
人
生
と
い
う
こ
と
で
、
様
々
な
人
の
人
生
観
を
聞

け
て
、
特
に
前
向
き
な
人
の
考
え
方
は
落
ち
込
ん
だ
と
き
の
参
考
に
で
き
そ
う
だ
と
思
っ
た
。


